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仏
教
文
学
会 

二
〇
二
一
年
度
大
会
（
一
日
目
）
講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨 

 

【
講
演
】 

和
歌
と
仏
法
の
類
比 

―
慈
円
と
俊
成
― 

山
本 

一 

 

中
世
に
お
い
て
は
、
形
や
数
の
一
致
や
類
似
に
基
づ
く
類
比
に
よ
っ
て
、
仏
法
と
そ
の
ほ
か
の
分
野
と
を

関
連
づ
け
る
発
想
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
法
の
思
考
法
、
考
え
方
の
パ
タ
ー
ン
、
あ
る
い
は
教
え
を
説
く

際
の
説
明
の
方
法
や
様
式
と
、
仏
法
以
外
の
分
野
、
た
と
え
ば
和
歌
作
品
の
様
式
や
批
評
方
法
に
、
形
の
上

で
の
類
似
を
認
め
て
い
く
発
想
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
外
形
的
類
似
に
よ
る
関
連
づ
け
は
、
近
現
代
人
か
ら

は
、
荒
唐
無
稽
な
こ
じ
つ
け
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
質
や
現
象
を
、
分
解
し
た
り
分
析

し
た
り
し
て
吟
味
す
る
技
術
の
乏
し
か
っ
た
時
代
、
一
方
で
、
多
く
の
人
々
が
仏
法
に
普
遍
性
と
包
括
性
を

認
め
て
、
周
り
の
世
界
に
は
仏
法
が
働
い
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
仏

法
と
の
形
の
類
似
を
見
出
し
、
そ
こ
に
仏
法
の
い
わ
ば
変
奏
さ
れ
た
姿
を
見
る
こ
と
は
、
世
界
や
世
界
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
人
間
の
不
安
や
疑
念
を
、
多
少
な
り
と
も
鎮
め
る
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
世
の

人
々
に
と
っ
て
、
仏
法
は
、
個
人
の
精
神
の
内
面
に
働
く
も
の
と
い
う
よ
り
、
外
側
の
世
界
に
お
い
て
形
と

し
て
見
て
取
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。 

今
回
は
、
和
歌
と
仏
法
に
類
似
を
見
出
し
た
慈
円
の
言
説
に
ま
ず
、
注
目
し
た
い
。
彼
の
言
説
は
、
い
ず

れ
も
和
歌
の
表
現
可
能
性
を
広
げ
よ
う
と
す
る
実
験
的
試
み
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
中
世

の
和
歌
史
全
体
に
関
わ
る
課
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
俊
成
の
『
古
来
風
体
抄
』
は
、
和
歌
作
品
の

優
劣
判
断
の
機
微
と
い
う
き
わ
め
て
特
化
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
、
仏
法
と
の
類
比
を
援
用
し
て
説
こ
う
と
し

た
。
和
歌
作
品
と
い
う
具
体
の
事
例
に
ひ
た
す
ら
対
面
す
る
こ
と
を
求
め
る
『
古
来
風
体
抄
』
の
立
場
は
、

慈
円
の
和
歌
言
説
と
は
異
な
る
系
譜
に
属
し
、
む
し
ろ
『
愚
管
抄
』
の
一
面
に
通
底
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

  

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 

後
白
河
院
時
代
の
文
芸
と
文
化 

―
唱
導
・
和
歌
・
美
術
― 

 

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
趣
旨
》 

 

後
白
河
院
（
一
一
二
七
～
一
一
九
二
）
時
代
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。
後
白
河
院
は
平

安
時
代
末
の
動
乱
期
、
二
条
・
六
条
・
高
倉
・
安
徳
・
後
鳥
羽
天
皇
の
五
代
に
わ
た
っ
て
「
治
天
」
の
君
と

し
て
君
臨
し
、
平
清
盛
や
源
頼
朝
と
対
峙
し
た
。
仏
道
修
行
を
熱
心
に
行
い
、「
法
皇
」
と
し
て
多
く
の
仏

教
儀
礼
の
場
に
姿
を
見
せ
た
。
法
会
開
催
の
趣
旨
を
述
べ
る
唱
導
僧
は
、
後
白
河
法
皇
を
末
世
に
出
現
し
た

仏
で
あ
る
と
讃
え
た
。
仏
教
に
打
ち
込
む
と
同
時
に
今
様
に
も
熱
中
し
、
自
ら
『
梁
塵
秘
抄
』
を
編
ん
だ
が
、

第
七
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
『
千
載
和
歌
集
』
が
撰
進
さ
れ
た
の
も
後
白
河
院
時
代
で
あ
っ
た
。
仏
像
や
絵
巻
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の
制
作
を
通
じ
た
美
の
領
導
者
で
も
あ
っ
た
。
棚
橋
光
男
氏
は
、
後
白
河
法
皇
を
〈
偉
大
な
る
暗
闇
〉
と
言

っ
た
が
、
そ
の
文
化
創
造
面
を
重
視
し
て
こ
の
時
代
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
（『
後
白
河
法
皇
』
講
談
社
選

書
メ
チ
エ
、
一
九
九
五
年
な
ど
）。
彼
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
間
関
係
と
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
文

芸
と
文
化
、
お
よ
び
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
時
代
の
精
神
に
つ
い
て
、
興
味
は
尽
き
な
い
。 

 

今
回
、
音
楽
や
儀
礼
・
唱
導
と
い
う
切
り
口
か
ら
中
世
王
権
の
性
質
に
切
り
込
ん
で
お
ら
れ
る
猪
瀬
千
尋

氏
、
後
白
河
院
時
代
の
歌
人
伝
に
つ
い
て
綿
密
な
考
証
を
積
み
重
ね
て
お
ら
れ
る
中
村
文
氏
、「
正
倉
院
か

ら
蓮
華
王
院
宝
蔵
へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
古
代
天
皇
を
め
ぐ
る
絵
画
史
を
叙
述
さ
れ
、
後
白
河
院
時
代
に

つ
い
て
も
魅
力
的
な
見
方
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
増
記
隆
介
氏
に
お
願
い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
関
心
か

ら
後
白
河
院
時
代
の
文
芸
・
文
化
に
迫
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
複
数
の
視
点
が
出
会
い
、
異
な
る
角

度
か
ら
議
論
を
行
う
こ
と
で
、
後
白
河
院
時
代
へ
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
よ
い
。（
牧
野
淳
司
） 

《
参
考
文
献
》 

猪
瀬
千
尋
『
中
世
王
権
の
音
楽
と
儀
礼
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年 

中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年 

増
記
隆
介
『
院
政
期
仏
画
と
唐
宋
絵
画
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年 

増
記
隆
介
（
共
著
）『
天
皇
の
美
術
史
１ 

古
代
国
家
と
仏
教
美
術 

奈
良
・
平
安
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
八
年 

  

後
白
河
院
に
お
け
る
逆
修
と
唱
導 

猪
瀬
千
尋 

  

逆
修
と
は
生
前
に
行
う
自
ら
の
仏
事
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
自
身
の
た
め
で
は
な
く
、
ふ
つ
う
、
親
族

な
ど
故
人
追
善
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
。
後
白
河
院
の
逆
修
は
生
涯
で
十
四
度
を
数
え
る
（「
大
原
説
経

講
敬
白
」）。
天
皇
家
の
逆
修
で
は
最
多
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
澄
憲
や
弁
暁
な
ど
、
優
れ
た
唱
導
家
た
ち
が
説

法
を
行
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
澄
憲
『
転
法
輪
鈔
』
や
『
尊
勝
院
弁
暁
説
草
』
に
見
え
る
後
白
河
院
の
逆
修

記
事
に
注
目
し
、
唱
導
の
思
想
的
役
割
・
文
学
的
特
質
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
く
。 

 

『
転
法
輪
鈔
』
に
は
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
九
月
に
天
王
寺
で
行
わ
れ
た
逆
修
の
表
白
が
残
る
。
こ
れ

を
読
み
解
け
ば
、
後
白
河
院
の
天
王
寺
信
仰
の
契
機
が
、
最
愛
の
妃
・
建
春
門
院
の
崩
御
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
後
白
河
院
は
、
女
院
崩
御
の
後
、
仙
洞
御
所
・
法
住
寺
殿
に
持
仏
堂
と
し
て
長
講
堂
を
建
立
す
る

が
、
そ
の
名
称
の
由
縁
は
、
天
王
寺
で
行
わ
れ
た
長
講
な
る
儀
礼
に
求
め
ら
れ
る
。 

 

ま
た
源
平
の
騒
乱
の
後
、
文
治
年
間
に
行
わ
れ
た
逆
修
で
は
、
追
善
対
象
が
亡
卒
と
な
る
。
院
は
自
ら
善

知
識
と
な
り
、
兵
乱
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
追
善
に
あ
た
っ
た
。
そ
こ
で
は
後
白
河
院
―
平
家
が
加
膩
色
伽

王
―
悪
龍
の
関
係
に
準
え
ら
れ
る
。 

 

建
久
二
年
閏
十
二
月
に
は
後
白
河
院
最
後
の
逆
修
が
行
わ
れ
た
。
院
は
す
で
に
自
ら
の
死
を
予
期
し
て

お
り
、
家
臣
ら
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
。
す
る
と
弁
暁
は
後
白
河
院
の
予
言
を
涅
槃
に
な
ぞ
ら
え
て
語
る
。
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す
な
わ
ち
『
涅
槃
経
』
や
『
普
賢
経
』
に
説
か
れ
る
「
却
後
三
月
」
―
―
釈
迦
は
自
ら
の
涅
槃
を
予
言
し
、

そ
の
通
り
に
入
定
す
る
―
―
を
後
白
河
院
の
最
後
の
逆
修
に
あ
て
は
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
儀
礼
に
お

け
る
死
＝
無
常
の
克
服
と
も
言
え
よ
う
。 

  

後
白
河
院
近
侍
者
た
ち
の
和
歌
活
動 

中
村 

文 

  

後
白
河
院
時
代
、
院
近
侍
の
卑
位
官
人
に
よ
る
和
歌
の
〈
場
〉
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
『
月
詣
集
』
七
四

一
番
詞
書
に
、
「
藤
原
親
盛
院
の
北
面
に
こ
れ
か
れ
を
す
す
め
て
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
河
辺
の
む
し
と
い

ふ
こ
と
を
よ
め
る
」
（
源
仲
頼
歌
）
と
見
え
る
ご
と
く
、
そ
の
中
心
を
な
し
た
の
は
藤
原
親
盛
だ
っ
た
が
、

親
盛
や
仲
頼
と
院
北
面
（
後
白
河
院
北
面
歴
名
）
や
検
非
違
使
・
左
衞
門
少
尉
等
と
し
て
活
動
の
場
を
同
じ

く
し
て
い
た
、
中
原
清
重
・
平
康
頼
ら
に
も
和
歌
事
績
が
残
る
。
親
盛
は
同
じ
く
院
近
臣
で
あ
っ
た
平
親
宗

と
共
に
、
院
の
勧
請
し
た
新
熊
野
社
に
お
け
る
歌
会
に
加
わ
っ
た
他
、
こ
れ
も
院
の
勧
請
に
な
る
新
日
吉
社

で
の
歌
合
を
結
構
し
、
院
近
臣
の
広
言
や
親
宗
が
参
じ
た
。
ま
た
、
院
北
面
に
候
し
た
大
江
公
景
も
北
野
社

で
歌
合
を
催
し
て
い
る
。 

 

後
白
河
院
の
近
侍
者
は
神
社
社
頭
で
の
歌
合
を
多
く
形
成
し
た
が
、
賀
茂
社
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ

事
績
を
残
し
て
い
る
。
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
に
別
雷
社
の
神
主
と
な
っ
た
賀
茂
重
保
は
、
後
白
河
院
の

北
面
に
候
し
、
ま
た
今
様
相
承
系
図
（
『
今
様
の
濫
觴
』
所
載
）
に
小
大
進
の
弟
子
と
し
て
名
が
見
え
て
院

と
の
関
わ
り
は
密
接
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
主
催
す
る
歌
合
に
は
、
親
盛
の
他
、
院
の
側
近
で

あ
っ
た
惟
宗
広
言
・
藤
原
能
盛
が
参
じ
た
。
平
安
末
期
の
賀
茂
社
歌
壇
は
、
歌
林
苑
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
面

を
有
し
て
い
た
が
、
院
近
侍
者
の
和
歌
グ
ル
ー
プ
は
こ
こ
で
地
下
緇
流
の
歌
人
た
ち
と
合
流
し
、
一
つ
の
文

芸
的
な
運
動
体
と
し
て
、
以
後
の
和
歌
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

平
安
最
末
頃
の
催
行
と
推
定
さ
れ
る
「
一
品
経
和
歌
懐
紙
」
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
一
つ
の
表
れ
と
考
え

ら
れ
る
。
広
言
・
能
盛
・
重
保
の
他
、
後
白
河
院
近
臣
と
し
て
活
動
し
た
藤
原
頼
輔
や
藤
原
季
能
、
ま
た
院

近
臣
で
あ
っ
た
成
親
の
甥
藤
原
隆
親
、
父
弁
宗
の
代
か
ら
新
熊
野
社
別
当
を
勤
め
、
後
白
河
院
没
後
、
そ
の

追
善
仏
事
の
願
主
と
も
な
っ
た
宗
円
（
定
能
卿
記
）
、
公
景
主
催
の
北
野
社
歌
合
に
出
詠
し
た
寂
蓮
等
、
後

白
河
院
と
深
い
関
連
を
持
つ
者
を
軸
と
し
て
、
賀
茂
社
を
詠
歌
場
所
と
し
て
い
た
覚
綱
や
勝
命
が
加
わ
っ

て
お
り
、
後
白
河
院
近
侍
者
に
よ
る
和
歌
行
事
と
見
て
大
き
く
過
た
な
い
だ
ろ
う
。 

 

か
つ
て
、
後
白
河
院
周
辺
は
「
歌
謡
文
化
圏
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
し
、
卑
位
官
人
の
和
歌
活
動
は
「
歌

林
苑
」
概
念
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
白
河
院
に
近
侍
す
る
官
人
層
が
形
成
し
て
い
た

和
歌
グ
ル
ー
プ
は
、
地
下
緇
流
の
活
動
と
緩
や
か
に
繋
が
り
つ
つ
、
平
安
末
期
歌
壇
を
支
え
る
一
大
勢
力
を

な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
院
近
臣
藤
原
経
房
の
主
催
し
た
二
つ
の
歌
合
を
経
て
、
鎌
倉
初
期
ま
で
活
動

の
継
続
が
確
認
さ
れ
、
季
能
や
公
景
等
、
九
条
家
・
御
子
左
家
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
ま
ま
新
古
今
歌
壇
に

参
入
す
る
歌
人
を
も
生
ん
だ
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 
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後
白
河
院
時
代
の
絵
画
制
作
と
宝
蔵 

増
記
隆
介 

  

日
本
美
術
史
に
お
い
て
、
後
白
河
院
の
時
代
に
は
主
に
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は

絵
巻
制
作
の
最
盛
期
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
後
白
河
院
周
辺
で
制
作
、
収
集
さ
れ
蓮
華
王
院
宝
蔵
に
納
め
ら

れ
た
絵
巻
群
は
、
そ
の
後
の
絵
巻
制
作
の
規
範
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
南
都
復
興
に
と
も
な
う
慶
派
を

中
心
と
す
る
奈
良
仏
師
、
陳
和
卿
に
代
表
さ
れ
る
宋
の
工
匠
の
活
躍
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
こ
れ
は
武

家
の
気
風
を
反
映
し
た
豪
壮
な
鎌
倉
美
術
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
へ
と
つ
な
が
る
。
前
者
は
、
絵
画
史
、
書
史
の

視
点
か
ら
語
ら
れ
、
後
者
は
主
に
彫
刻
史
、
建
築
史
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
藤
原
道
長
の
時
代
を
中
心
と

す
る
後
宮
に
お
け
る
物
語
の
隆
盛
を
受
け
て
平
安
時
代
後
期
に
発
展
し
た
絵
巻
は
「
和
」
の
絵
画
を
代
表
す

る
。
一
方
、
南
都
復
興
を
め
ぐ
る
天
平
の
造
形
は
、
初
・
盛
唐
の
美
術
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
り
、「
入
宋

三
度
」
と
標
榜
し
た
重
源
を
め
ぐ
る
宋
の
造
形
と
と
も
に
「
漢
」
の
世
界
に
連
な
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
二

つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
見
相
反
す
る
も
の
に
思
え
る
が
、
前
者
の
「
和
」
の
世
界
は
、
唐
の
文
化
を
消
化
す

る
過
程
で
萌
芽
し
、
後
者
に
よ
る
宋
代
の
造
形
を
意
識
す
る
中
で
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
視
野
に
立
て

ば
、
蓮
華
王
院
宝
蔵
の
絵
巻
群
は
、
聖
武
天
皇
ゆ
か
り
の
正
倉
院
の
屏
風
群
を
意
識
し
て
制
作
、
収
集
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
屏
風
か
ら
絵
巻
へ
と
い
う
形
態
の
変
容
は
、
壁
画
中
心
の
唐
代
絵
画
が
、
巻
子
や
掛
幅
等

の
鑑
賞
絵
画
を
主
と
す
る
宋
代
絵
画
へ
と
変
化
す
る
状
況
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
、

唐
の
宮
廷
行
事
等
を
描
い
て
い
た
正
倉
院
の
屏
風
群
は
、
日
本
の
年
中
行
事
、
社
寺
の
縁
起
等
を
主
題
と
す

る
蓮
華
王
院
宝
蔵
の
絵
巻
群
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
後
白
河
院
の
時
代
と
は
、
過
去
の
造
形
の

中
に
残
さ
れ
た
唐
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
同
時
代
の
宋
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
二
つ
な
が
ら
取
り
込
み
止
揚
し
た
時

代
で
あ
り
、
そ
の
先
鞭
は
、
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
付
さ
れ
、
こ
れ
を
白
河
、
鳥
羽
、
後
白
河
三
代
の
治
天
が

王
家
に
吸
収
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
絵
画
制
作
の
特
質

を
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。 
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催
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